
NewZealandの 生 活

津 島 克 子

LisaOosterdykはAucklandに 住 む10才 の女 の子。父 親Steyeは オ ラ

ンダ人 の大工 さん で母親Paulineは こ の国 に して は珍 し く専業 主婦。

Paulineは レバ ノ ンか らオース トラリアに移 民 し,NewZealandに 住 む

オ ランダ人 のSteveと 結 婚 した。従 ってLisaと 弟 のGrantは レバ ノ ン

とオ ランダの血 をひ くNewZealanderと な る。私達 日本人 にとって は想

像 もつか ない複雑 な家系の この一家 も,NewZealandで は平凡 な中流階

級 の家族 にす ぎない。私が彼 ら と過 ご した1年 の問 に見 たNewZealand

を彼 らの生活 を通 して,こ こに紹介 したい。

歴 史

まず §teveの 自慢 はNewZealandを 最 初 に発見 したの はオランダ人の

AbelTasmanで あ り,祖 国 のゼ ランダ地域 にちなんで この国をノバ ァ ・

ゼ ラ ン ドと名付 け それが英語読 み に されNewZealandに な ったい う事

だ。

しか し残 念 なが ら探検 家Tasmanは こ の国 に上 陸す るこ とがで きな

か った。先住民のマオ リ族 に襲われ,船 員が殺 されて しまったので上陸

を諦 め て しまった。 そ の100年 後 の1768年,キ ャプ テ ン ・クックこ と

JamesCookが マ オ リ語 ので きる通訳 を伴 い上陸 し,マ オ リ族 との交渉

に成功 し英 国国旗 をたてた。 これがNewZealandへ の 白人の第一 歩で

あ り,又 ここか ら白人 とマ オ リ族 との戦いが始 まったのである。その後

キ リス教 の布教団 による植 民が始 まり,1840年 に ワイ タンギ条約が結 ば

れ イギ リスの直轄植民地 となった。そ して今年1990年 建 国150年 の お祝
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いで国中が湧いてい る。 この ようにまだ150年 と若い国 なの で,Lisaの

家 族 のよ うに祖父母が移民 して きた とい う人達が大変多い。 その中で も

や は り一番多いのが英 国本土 そ して アイル ラン ド,オ ラ ンダ,ド イッな

どの ヨーロ ッパ諸国だが,も ちろん太平 洋の島々フ ィジーや タヒチ など

か らもかな りいる。彼 らIslanderは,NewZealandに あ ま り良い影響 を

与 えない として歓迎 されていない。確 かに彼 らの 目的 は,政 府か ら与 え

られ るdole(失 業 手 当)の よ うだ。 このdoleの 額 はわか らないが,と

にか く安 いアパー トが借 りられ,毎 日1本 の ビールを飲めて,週 末 には

映画 を見 に行 くことがで きる程 だそ うだ。何 しろ大 きな会社 が どん どん

人員 カッ トをし,Islanderに 限 らず失業者が町にあふれてい る。頭の良

い人 や,や る気のある人はアメ リカやイギ リスに行 って しま うそうだ。

これが現在 のNewZealandの 大 きな問題 に もなってい る。

さてOosterdyk家 の 一 日は朝7時 に始 まる。 まずSteveが 起 き最初 に

す ることは,な んと妻 のPaulineに お 目ざめの ミル クテ ィー を入 れベ ッ

ドに持 って行 くのだ。 そ して"Honey,teaisready."な ど と言 っている。

愛妻 が ミル クテ ィーをベ ッドで飲 んでい る問に 自分で コーンフ レークス

や トース トな ど を食 べ て 仕 事 に行 く。 ミル クテ ィー で 目の さめ た

Paulineは 子 供達 を起 こし,朝 食 を食べ させ ランチ を作 る。 朝食 はコー

ンフ レークスに トース ト,そ れ に卵 。冬 はPorridgeに な る。 これはオー

トミール を牛乳や水で どろ どろに煮 こみそれに砂糖やバ ター ミルクをか

けて食べ るのだが,ど うも糊 を食べている ようで私 は好 きで はなか った。

ランチはサ ン ドイ ッチ。 それ もピーナツバ ターや ジャム,そ してVege-

miteと い う野菜 のエ キスか ら作 った黒 く発酵 臭のす る もの をぬ る。 よ

く飽 きない と思 う程 これの くり返 しだ。 よ くてハ ムのサ ンドイ ッチ とい

うところだろうか。大人 もほぼ同 じようだ。子供 はこれ に飲 み物 を持 っ

てい く。それが ミルクかジ ュースなのだが,そ のジュース も 日本で は も
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う見 られなくなったと思う粉ジュースだったのには驚いた。

朝食がすむと歩いても5～6分 の学校へ車で送って行 く。朝 と帰 りの.

時間になると学校の前 に車の行列ができる。(こ ちらの人は朝晩わざわ

ざジ ョギングする人達 も,50m先 のお店にまで車で行 くのには理解でき

ない。)Paulineは 子供達に学校まで歩かせたいが,や はり危険だか らと

言っていた。住宅街で日中家にいる人は少なく,ま して道 を歩いている

人などほとんどいない。一歩後ろは森や海,連 れて行かれてもわからな

いだろう。学校でもその点をずいぶん注意 している。必 らず集団で歩 く

ようにと言っているがかなり広範囲から来ているし,そ の割 りには子供

の数が少ないのでやは り親が守 らなくてはならなくなる。

教 育

リサ達が学校に着 くのは9時 少し前。9時 のベルが鳴るまで多少の雨

が降っていようが教室の中に入ることはできない。学校制度は簡単なよ

うで複雑だ。基本は6才 から15才が義務教育なのだが,そ の間の呼び方

が学校によって違う。

1(才)}J・ ・i・r
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1512Form345

だいたい左 の様 になっている。5才 ～11才 まで

をPrimarySchool。11才 ～13才 まで をIntermedi-

ateそ の 上 をCollege又 はHighSchoolと い うが

Collegeの 方 が多 い ようだ。又5才 ～13才 まで を

Primaryに 入 れてい る所 もあれ ば,12才 をForm

1に してい るところ もある。Formは7ま であ り

その後が大学又 は専 門学校 にな る。

これでい くと,LisaはStd.4でGrantはStd.2に な る はずだが彼 らは

自分 のStd.を 知 らなか った。Lisaの ク ラスに は9才 か ら11才 の子 がい

るとい うし,Grantの ク ラスには7才 か ら9才 の子がい るとい う。そ し

て彼 らはRoomNo.で 言 いあって いた。 これは他 の学校 で も聞いた こ と
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が あ るが年 の違 う子 を入れて,上 の子が下 の子 の面倒 をみた り,時 には

勉強 を教 えた りもし,お 互い に助け合 うので とて も効果があ る とい う。

子供 の数が少 ないのでで きることだろ うが,日 本で はとて も考 えられ な

い ことだ。

又,ほ とん どのPrimaryが5才 児 か ら受 け入 れてお り,そ れはKin-

derGardenと かJuniorと 呼 ばれ義 務教育 で はないが,PrimarySchool

の 一 環 と して組 まれている。5才 の誕生 日を迎 えた子 は,い つ で も入学

が許 され る。 日本の ように,4月 にそ ろって入学式 な どとい うものはな

い。 クラス によっては毎 日新入生がいた りする。先生 に とってや りに く

いので はないか と思 うが,特 に気 にか けている様子 もな く,子 供 も自然

とクラスにとけ込んでい くようで ある。

又 よ く理解で きないのが時間割 だ。算数 と国語は毎 日あるが,そ の 日

にやる事 は毎朝黒板 に書 かれる。時 間 もその 日によって違 うのである。

毎 日決 まっている時間 は,次 の通 り。

9:00

S

10:40

jMorningtea

11:00

S

12:00

SLunch

1:00

s

3:00

その間の時間の配分は担任に任 されている。算数

以外に教科書はない。いつから教科書がな くなった

のか誰 もはっき りしなかったが10年 以上前のよう

だ。理由の一つに,政 府の費用節減で教科書まで作

るのをやめてしまったとは驚 くことだ。その為先生

は自分で教材 を作 らなくてはならないので大変だそ

うだ。

授 業 の進 め方 は,Projectと 言 ってい たが,例 えば今月 のProjectは

"Ol
ympic",今 月 は"News"又 は"Animal"な ど とて も漠然 としている。

一つProjectが 決 まる と一
,二 ヶ月はそれだけ をい ろい ろな角度,方 面

か ら勉 強 し,最 後 に自分 な りのReportを 作 って終 わ りにな る。Lisaの

ク ラスで"World"のProjectの 時,毎 日国籍の違 う父母が教室 に行 き,

ス ライ ドを見せた り話 しを した りした。私 も一 日参加 し,日 本の昔話 し
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を し,お り紙 を教 え,楽 しい一 日を過 した。翌 日はPaulineが レバ ノン

のお菓子 を作 りLisaに 持 たせ た。 そのProjectの 最 後 の 日に又 クラス に

呼 ばれ行 ってみ ると,教 室中に世界各 国の品物(人 形,お 金,民 族衣装

など)が 並 び,子 供達 のお国 自慢 が始 まった・ 自分 の親 の国を理解す る

よい機会 になる し,父 母 も協力で きる自由が羨 ましい と思 った。

授業 の進度 はか な り遅い ように感 じた。各 自のス ピー ドに合 わせ た教

え方 で,新 しい事 も,先 生が黒板 に向かい全員 に一度 に教 える とい う事

は少 ない。5～6人 が一 グループになってい るので各 グル ープで教 えた

り,前 り事 が終 わった生徒 か ら次へ進 む とい うようだ。

NewZealandの 先 生 はよ く生徒 に本 を読 んで あげる。Collegeで も例

外 で はない。Primaryで は朝始 まった時やLunchの 後 などの,ま だ子供

達が落 ちつか ない時が よいそ うだ。20分 程 読 んでい る と皆落 ち着いて き

て勉強 に入 りやす い とい う。Collegeで は 聞いて理解 する訓練 になる し,

何 しろ生徒が好 きだか らと言 っていた。

TeaTime

学校 に限 らず銀行や会社,い やこの国にとって朝11時 前後 にとる

MorningTeaは ことのほか重要の様だ。この国は何をするにも紅茶で始

まり紅茶で終わる。Paulineの ようにご主人に紅茶 を入れて もらい,女

王様のようにベッドでまず一杯 目の紅茶を啜る女性が少なくない。

家庭ではともか くとして,学 校や職場で出される紅茶は決 して上等の

ものでもな く,カ ップもガラスの安 ものを使っている。何をそんなに目

の色変えて騒 ぐのだろうか。最近コーヒーを飲む人 も多 くなってきてい

るがプやはり紅茶に敵わない。・ただ注 ぎ方に品がない,と 私は思う。日

本のようにカップ八分目,良 いお茶程少なめにが適用 しない。カップ八

分目まで紅茶を入れ,た っぷ りミルクを注 ぐ。やはりミルクを先に入れ

る人め方が多いが,と にか く溢れんばかりに注 ぐ。そして必ずケーキや
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ビスケ ットがついている。彼 らの昼食が軽いサ ン ドイ ッチだけですむの

も,こ のMorningTeaが あ るか らだ と思 う。このMorningTeaの 時 間を,

会 社 で特 に男性 はSmoke-ohと も言 う。 これ は昔,仕 事の合 間にたば こ

を一服す って一休 み した ことに始 まる。

子供 達 もこのMorningTeaの 為,昼 食 のサ ン ドイ ッチ の他 に くだ も

のや ビスケ ッ ト,又 はポテ トチ ップスな どを持 って行 く。 日曜 日に一週

間分 のビスケ ッ トを焼いてお く母親 もいる。又子供 に も大人 に も人気の

あるのが,MuesleBarやGranolaBarと い う,オ ーツや玄米 な どにチ ョ

コ レー トやフルーツの味 をつ けた栄養バ ランス を考 えたお菓子が ある。

中には人参 やセロ リをか じっている子 もいて,見 ている方 も楽 しくなる。

宿題 もない子供 達は家で勉強 している姿 をほとんど見た ことがない。

何 しろGrant位 の 年で は筆箱 を持 ってい る子 も少 ない ようだ。筆記用

具,は さみ,の りな ど全 て学校 で支給 されてい る。Lisaの 年 になる と

学校 の ものは使 わず 自分の を持 って行 きたがる。 ほ とんどの子が大 きな

Daybagを し ょってい るが 中味 は,Lunchboxと2,3冊 の ノー トだ け

だ。

塾 な どないが稽古事 に行 く子 も少ない。女 の子 は ピアノかバ レエ,男

の子 は ラグ ビー又 はサ ッカーに人気があ り,空 手 も増 えて きている。大

人にな って成 りたい ものは,女 の子 は先生,男 の子はAllBlacksの メ ン

バ ーが一番人気 だった。

Lisaは 週 に一度Brownie(ガ ー ルスカウ ト)に 参加 し,GrantはCub

(ボ ー イ ス カ ウ ト)に 行 って い た。 そ の他 は二 人 でTVを 見 た り,

Paulineの 運 転 で近 くの友達 の家 に行 き遊 ぶ。TVと 言 って も2チ ャン

ネル しか な く,子 供 向けのプログラム もほ とん どない。NewZealandで

制作 された もの も少 な く,オ ース トラリアやイギ リス,ア メリカの番組

を見 ることになる。昨年の暮 れにや っと3チ ャンネルがで きた とい うこ
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と だ 。

NewZealandの 男性は,仕 事の帰 りにパブにちょっと,と いうことが

あるのだろうか。私の知る限 りほとんどのご主人は定刻に家に直行す

る。時計のようだ。パブに行 くこともないが,残 業 もない。夏の明るい

うちに帰宅すると,子 供達と遊び,庭 の手入れをする。バーベキューを

するのもご主人の仕事。そ して食事の後かたづけも手伝 う。ほとんどの

家に食器洗い機があるが,何 か女性に甘い気がする。おまけに食後のお

茶 まで入れて くれる。私はSteveが 食器をかたづけ,お 茶を入れてくれ

るまで,な んとも居心地が悪 く落ち着かないが,Paulineは デンとイス

に座 り,う つ らうつ らしなが らTVを 見ている。

この様に男性が家事 を手伝 うようになったのも最近のことで,Steve

達の両親の年代ではやはり考えられない事だったそうだ。しかし何故か

それを彼 らは話したが らないという。現在の親の姿を見ている次の世代

は,ど のように変わるのだろうか。

LisaとGrantは9時 にベ ッ ドに行 く。二 人 の入 浴 は週 に3回 。多 い

方 だ。 それ も2,3分 程 の シ ャワーか,水 の ようなお風 呂に さっ とつか

るだけ。

現在で も小学校で は年2回 ノ ミとシ ラミの検査が行 なわれる。家 も外

も同 じ靴で歩 き,ペ ットがベ ッドの上 を走 り回わ り,芝 生 の上 を転 げ回

わる。 そ して入浴 もしないで は,ノ ミもシ ラミもわ くはず であろ う。

動物 につ くノ ミは人 間には刺 さない と聞いたが,刺 す ようだ。 それ も

新 しい血 の匂 いが わか るのか,新 入者が攻撃 される。 ノミより恐 いのが

Sandflyと い うハエ科 の昆虫。ハエ とい うより少 し大 きめの蚊 の ような

もので,こ れに刺 される といつ まで も赤 く腫 れ上が り,と にか く痒 い。

子供 が寝静 まる と,親 もその 日の最後の紅茶 をゆ っ くり楽 しみ一 日が
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終わる。

彼 らは比較的早寝早起 きで,学 校や会社の ミーティングも早朝に行な

われることがよくある。朝9時 というのは,彼 らにとって一働 き終わっ

た時間。勤務時間が8時30分 から4時30分 まで という会社 も多い。帰社

時間になると,ピ タッと仕事 は終わり家路に急 ぐ。遅 くとも5時30分 に

は家に着 く。それから着がえて遊びに行 くなり,散 歩をした り充分楽し

むことがで きるという恵まれた環境にいる。

Party

5時 に会社が終 わる と,デ パ ー トやお店 も全部 閉 まって しま う。会社

の帰 りに買物 を というわけに もいか ない。又東京 の ように,ど こに行 っ

て もお店 があ るとい うわ けで もな く,Aucklandで も大 きなお店があ り

楽 しめ る所 は数 ヶ所 に限 られて いる。そ こで各 商店街 ごとに週 に一度

LateNightShoppingDayと い って夜8時 か9時 頃 まで営 業 してい る 日

が ある。 もち ろん土 曜,日 曜 も営業 しないので,こ のLateNightShop-

pingDayは と て も重要かつ楽 しめる一夜 である。

平 日は買物 もで きず,質 素な彼 らは外食 な どもしない。娯楽 といえば

映画 ぐらいだろうか。学校が休 みになる と映画館 はどこ も込み合 い,数

少 ないマ ク ドナル ドは子供達で溢れている。 しか し自然 に恵 まれてい る

ので 日本 では考 え られ ない ような事 を簡単に楽 しめる。例 えば,海 や山。

都会 のAucklandで も,10分 もあれば きれい な ビーチに着 く。ハ イキ ン

グ コースや広 い公 園 もいたる所 にあ る。

LisaとGrantも 休 みにな ると,Steve手 作 りのカヌー を持 って近 くの

海 に行 き一 日中遊 んでいる。 それに も飽 きると牧場 に行 き,馬 や羊 と遊.

ぶ 。遠 くか ら見る ときれいに見 える牧草地 も近 くに行 くと糞 だ らけ。私

は始め よけなが ら歩 こうとしたが,と て も間 にあわない。あれだけの数

の羊がいれば,そ れだけの落 としものがあ るのだ。その牧場 でラ ンチに
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呼ばれた。 メニ ューはラム肉のバーベ キュー。今そ こにいた羊 か と思 う

と,と て も食べ られないが あちらの人は意 に も介 さない。

大人の楽 しみ は,友 達を家 に呼 んでのパ ーテ ィー。全て西洋化 されて

きた 日本 も,こ のパ ーテ ィー方式だ けは取 り入れに くいだろ う。い ろい

ろなパーテ ィーがあるが,ま ず大人 と子供 を完全 に分け ることだ。

PaulineもLunchだDinnerだ とい って月 に2,3回 友 人 を招待 す る。

彼 らは必 ず夫婦で招 き招 かれる。(昨 日仲良 くきていた夫婦が次 の 日別

居 したな どという事 も本当にあったが…)そ して始 まるのは,夜7時 か

8時 。 とい う事 は もう子供 は招待 されてい ない ことになる。年寄 りとの

同居が ないこの国だか らこそ,こ うい う時 にBaby-Sitterが 必 要 となる。

子供 同志が 同世代 の場合 は連れて来 る時 もあるが,そ の時 は挨拶だ けす

る と子供 は子供部屋 に消えてい く。ジュースひ とつあげ るわ けで もない。

招 かれた方 も心得 ていて,子 供 にだけ家で食事 を与 えて くる。余程 の幼

児 でなければ,大 人の じゃまをする子 はい ない。 しか しデザー トの頃に

な ると,一 人現われ二 人現 われ横 目でデザ ー トを見て行 った りもす る。

それで もいっ しょのテーブルに付かせ る事 はない。

あるLunchの パ ーテ ィーの時 も子供達 には先 に簡単なFishandChips

を食 べ させ,大 人 はお しゃべ りを楽 しみなが ら,ゆ っ くりとご馳走 を食

べ た とい う事 もある。 ここまで 日本人が割 りきれ るだろ うか。

も う一 つ のパ ーテ ィー はProgressiveDinnerと 言 って,一 回 のDin-

nerを 何 軒 もの家 を回 わってい くものがあ る。例 えば,ま ず6時 に最初

の家。 そこでは前菜 と飲 み物が用意 されてい る。そ してそれが終 わると

全員 で次 の家に行 く。 そこで はメイ ン料理があ り,又 次 の家ではデザ ー

トを頂 き,最 後 の家のお茶で終わ る。 と,いうとて もユニー クな ものだ。

よ く会社 仲間で行 なわれているが,こ れ も交通手段 が車 とい う環境 そ

して小 さな町だか らこそで きる ものだろ う。

一75一



NewZealandの 生 活

どこの国も外から見るのと,そ の社会で生活してみるの とでは大 きな

違いがあろう。NewZealandも 「南十字星と羊の国」というとてもきれ

いな国ではある。しかし現実の社会は,少 し活気が足 りない。気の毒な

ことに,ど この国からも遠すぎるのだ。あまりに世界の動きを知 らない

し,知 ろうともしない。そして全ての事に欲がない。欲がないという事

は向上心 もない。現在の自分の生活さえ保たれればそれで満足だとい

う。何か計画 してもとにか く人口が少なす ぎるし,秀 れた人材は海外へ

流出してしまっている事に全ての原因があるように思う。ただ,何 もす

る気を起こさせない程のゆっくりとした生活と,大 きなすばらしい自然

があることだけは確かだ。
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